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2024 年８月 20 日 

各      位 

東 京 都 台 東 区 上 野 1 丁 目 1 5 － 3 

会  社  名  

代表者名  代表取締役社長  長堀  慶太 

（コード番号 8139 東証スタンダード） 

問合せ先 常務取締役管理本部長 吾郷 雅文 

（ TEL．03－3832－8266 ） 

 

 

リ・ジェネレーション株式会社から当社に対する「回答書③の２」の受領 

に関するお知らせ 

 

 当社は、既にお知らせいたしましたとおり、当社大株主であるリ・ジェネレーション株式会社

（以下「リ・ジェネレーション」といいます。）が提出した 2022 年４月 14 日付け大量保有報告

書等で、リ・ジェネレーションによる当社株式の大量取得のための資金全額（少なくとも７億 1,794

万円）の貸付者であるとして開示されている合同会社 STAND UP GROUP の２名しかいない社

員（出資者）のうちの１名が、2024 年６月５日、弁護士 34 人から約 8,700 万円にも上る多額の

金銭を詐取したとして東京地方検察庁特別捜査部に逮捕・起訴された旨等の報道に接したことか

ら、上場会社として、当社の株主の皆様及び投資家の皆様に必要な情報を提供する必要があると

考え、リ・ジェネレーションに対して、同月 14 日付け質問状を送付しました。 

 これに関連して、当社とリ・ジェネレーションとの間では当社の 2024 年７月２日付け、同月

18 日付け及び８月１日付けの各プレスリリース1にて既に開示いたしましたとおり、さらに２回

に亘って質問状とそれに対する回答書のやり取りを続けてきましたが、リ・ジェネレーションか

らは過去の説明と矛盾する回答が送られてくるなど誠実な回答が頂けなかったことから、リ・ジ

ェネレーションから受領した 2024 年７月 29 日付けの回答書③（以下「本回答書③」といいま

す。）を最後に、当社として、もはや追加の質問状を送付しても意味のある回答は得られないこと

から、これ以上の質問状は発出しないこととしておりました。 

 

 そうしたところ、当社は、2024 年８月７日、リ・ジェネレーションより、本回答書③に加えて、

同日付けの回答書③の２（以下「本回答書③の２」といいます。）を受領しました。 

 しかしながら、本回答書③の２は、本回答書③と相変わらず、「回答」と題しながら、当社の質

問に回答するものでは全くなく、むしろ、当社に対する誹謗中傷としか捉えることの出来ないよ

うな記載も含んでおり、本回答書③と同様に、既に解決済みであって当社として任意に詳細を開

示済みであって、2023 年３月開催の当社臨時株主総会や同年６月開催の当社定時株主総会におい

てリ・ジェネレーションが当社の現任取締役を解任すべき事由ないし再任すべきでない事由とし

 
1  2024 年７月２日付け「リ・ジェネレーション株式会社から当社に対する『回答書』の受領及び当社からの再

質問状の送付等に関するお知らせ」、同月 18 日付け「リ・ジェネレーション株式会社から当社に対する「回

答書②」の受領及び当社からの再々質問状の送付等に関するお知らせ」及び８月１日付け「リ・ジェネレー

ション株式会社から当社に対する『回答書③』の受領に関するお知らせ」。 
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て繰り返し主張していた（なお、リ・ジェネレーションによる当該株主提案は、大多数の株主の

皆様からは支持されませんでした。）、当社子会社の仲庭時計店における従業員による複数の不

祥事（当社の認識時期は 2017 年 11 月～2019 年９月）に関する当社の開示姿勢を、改めて蒸し

返して批判することに終始する内容でした。 

 このため、当社としては、本回答書③の２も、本回答書③と同様に、これについての質問や回

答等、特段の対応をする必要がないものと判断いたしましたので、リ・ジェネレーションに対し

て質問状や回答書等を送付するには至っておりません。また、当社は、これまで、当社の株主の

皆様及び投資家の皆様に必要な情報を提供する観点から、当社の質問及びリ・ジェネレーション

の回答等について、当社ホームページ上に継続的に開示しておりましたが、上記のとおり、本回

答書③の２は、当社に対する誹謗中傷等が含まれる一方で従前の主張を徒に繰り返すだけのもの

に過ぎず、その内容として、当社の株主の皆様及び投資家の皆様に必要な情報を提供する観点か

らは開示に値しないものと判断いたしましたので、当社ホームページ上には掲載しておりません

でした。 

 もっとも、昨日、リ・ジェネレーションが、そのホームページ上に、本回答書③の２をアップ

ロードされていることを確認いたしましたので、当社として、当社の株主の皆様及び投資家の皆

様に必要な情報を提供する観点等から、経緯を説明するため、本お知らせを当社ホームページに

公開することといたしました。 

 

 当社は、今後も、当社の株主の皆様及び投資家の皆様に必要な情報を提供する観点から、開示

すべき事項が発生した場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


